
貸借対照表（2026年3月31日現在）
（単位：百万円）

金　　額 金　　額
（負　債　の　部）

1,133,015   5,682,183   
現 金 55,344   208,924   
預 け 金 1,077,670   3,351,737   

61,101   6,638   
1,971   17,395   
3,248   1,894,628   

特 定 金 融 派 生 商 品 3,248   202,859   
39,263   788,958   

1,339,527   23,055   
国 債 374,603   85,097   
地 方 債 352,349   2,981   
社 債 90,232   2,981   
株 式 68,869   426,993   
そ の 他 の 証 券 453,472   426,993   

4,854,777   8,053   
割 引 手 形 2,711   7,936   
手 形 貸 付 27,744   117   
証 書 貸 付 4,344,823   118,638   
当 座 貸 越 479,497   256   

14,836   4,717   
外 国 他 店 預 け 14,785   6,193   
買 入 外 国 為 替 12   1,400   
取 立 外 国 為 替 38   73,898   

122,413   140   
未 決 済 為 替 貸 311   32,032   
前 払 費 用 846   48   
未 収 収 益 9,421   216   
金 融 派 生 商 品 59,436   407   
取 引 約 定 未 収 金 8,898   33   
そ の 他 の 資 産 43,498   44   

41,116   8,028   
建 物 13,322   4,867   
土 地 25,262   17,479   
リ ー ス 資 産 129   7,167,089   
建 設 仮 勘 定 0   
その他の有形固定資産 2,401   10,005   

4,213   430   
ソ フ ト ウ ェ ア 2,308   376   
その他の無形固定資産 1,905   53   

25,644   431,149   
17,479   10,005   

△22,903   421,143   
1,453   
1,472   

180,102   
238,115   
441,585   

7,401   
9,118   

10,508   
27,028   

468,613   
7,635,703   7,635,703   

未 払 外 国 為 替

資 本 準 備 金

借 用 金
借 入 金

コ ー ル マ ネ ー
債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金

外 国 為 替

未 払 法 人 税 等

外 国 他 店 預 り

そ の 他 負 債
未 決 済 為 替 借

資 本 金

未 払 費 用

（純　資　産　の　部）

睡 眠 預 金 払 戻 損 失 引 当 金
ポ イ ン ト 引 当 金

再評価に係る繰延税金負債
繰 延 税 金 負 債

退 職 給 付 引 当 金

株 主 資 本 合 計
その他有価証券評価差額金

そ の 他 資 本 剰 余 金

役 員 株 式 給 付 引 当 金

土 地 再 評 価 差 額 金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

繰 越 利 益 剰 余 金

支 払 承 諾
負　債　の　部　合　計

そ の 他 利 益 剰 余 金

資 産 の 部 合 計 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計
純　資　産　の　部　合　計

金 融 派 生 商 品

資 本 剰 余 金

預 金

特 定 取 引 負 債

当 座 預 金
普 通 預 金
貯 蓄 預 金
通 知 預 金
定 期 預 金
そ の 他 の 預 金

譲 渡 性 預 金
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退 職 給 与 基 金
別 途 積 立 金

固 定 資 産 圧 縮 積 立 金

利 益 準 備 金

賞 与 引 当 金

有 価 証 券

特 定 金 融 派 生 商 品

前 受 収 益

貸 倒 引 当 金

無 形 固 定 資 産

（資　産　の　部）
現 金 預 け 金

コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産

有 形 固 定 資 産

支 払 承 諾 見 返
前 払 年 金 費 用

金 銭 の 信 託

貸 出 金

外 国 為 替

そ の 他 資 産
そ の 他 の 負 債
リ ー ス 債 務

利 益 剰 余 金



2025年 4月 1日から
2026年 3月31日まで

      (単位:百万円)

科　　　　　目 金　　　　　　　　額
146,194 

108,678 
貸 出 金 利 息 74,839 
有 価 証 券 利 息 配 当 金 26,945 
コ ー ル ロ ー ン 利 息 1,138 
預 け 金 利 息 5,598 
そ の 他 の 受 入 利 息 155 

0 
11,321 

受 入 為 替 手 数 料 3,101 
そ の 他 の 役 務 収 益 8,219 

111 
商 品 有 価 証 券 収 益 8 
特 定 金 融 派 生 商 品 収 益 103 

1,175 
外 国 為 替 売 買 益 784 
国 債 等 債 券 売 却 益 391 

24,907 
償 却 債 権 取 立 益 2 
株 式 等 売 却 益 22,576 
金 銭 の 信 託 運 用 益 431 
そ の 他 の 経 常 収 益 1,896 

105,719 
29,545 

預 金 利 息 14,212 
譲 渡 性 預 金 利 息 4,172 
コ ー ル マ ネ ー 利 息 1,179 
債 券 貸 借 取 引 支 払 利 息 3,592 
借 用 金 利 息 974 
金 利 ス ワ ッ プ 支 払 利 息 5,241 
そ の 他 の 支 払 利 息 173 

5,012 
支 払 為 替 手 数 料 361 
そ の 他 の 役 務 費 用 4,650 

41,990 
国 債 等 債 券 売 却 損 32,428 
国 債 等 債 券 償 還 損 7,590 
金 融 派 生 商 品 費 用 1,972 

25,744 
3,426 

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 767 
株 式 等 売 却 損 818 
株 式 等 償 却 2 
そ の 他 の 経 常 費 用 1,837 

40,474 
147 

固 定 資 産 処 分 益 147 
1,205 

固 定 資 産 処 分 損 108 
減 損 損 失 540 
合 併 差 損 556 

39,416 
11,073 
△879 

10,194 
29,221 当 期 純 利 益

損益計算書

特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額

信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益

特 定 取 引 収 益

役 務 取 引 等 費 用

経 常 費 用

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益

科　　　　　目

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

資 金 調 達 費 用

法 人 税 等 合 計

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益



 

個別注記表 
 

記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

重要な会計方針 

１．有価証券の未収配当金の計上基準 

市場価格のある株式に係る、その他利益剰余金の処分による株式配当金（但し、配当財産が金銭の場合の

み。）は、発行会社の株主総会、取締役会又はその他決定権限を有する機関において行われた配当金に関する決

議の効力が発生した日の属する事業年度に計上しております。 

２．特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準     

金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る短期的な変動、市場間の格差等を利用して利益を得

る等の目的（以下、「特定取引目的」という。）の取引については、取引の約定時点を基準とし、貸借対照表上「特定取

引資産」及び「特定取引負債」に計上するとともに、当該取引からの損益を損益計算書上「特定取引収益」及び「特定取

引費用」に計上しております。 

特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等については決算日の時価により、スワップ・先物・

オプション取引等の派生商品については決算日において決済したものとみなした額により行っております。 

また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当事業年度中の受払利息等に、有価証券及び金銭債権等について

は前事業年度末と当事業年度末における評価損益の増減額を、派生商品については前事業年度末と当事業年度末における

みなし決済からの損益相当額の増減額を加えております。 

３．有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券について

は時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、ただし市場価格のない株式等については移動平均法による原価

法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額（為替変動による評価差額を除く。為替変動による評価差額は、その他業務収益又は

その他業務費用に含まれる外国為替売買損益に含む。）については、全部純資産直入法により処理しております。 

４．金銭の信託の評価基準及び評価方法 

金銭の信託における信託財産の評価は、時価法により行っております。 

５．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く）の評価は、時価法により行っております。 

６．固定資産の減価償却の方法 

（１）有形固定資産（リース資産を除く） 

有形固定資産は、定率法（ただし、1998年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに2016年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。 

また、主な耐用年数は次のとおりであります。 

建 物  ７年 ～ 50年 

その他  ３年 ～ 20年 

（２）無形固定資産 

無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、行内における利用可

能期間（５年）に基づいて償却しております。 

（３）リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、リース期間を耐用年数とした定

額法により償却しております。なお、残存価額については、リース契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保

証額とし、それ以外のものは零としております。 

７．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産・負債及び海外支店勘定は、決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

８．引当金の計上基準 

（１）貸倒引当金 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実務指針｣（日本公認会計士協会

銀行等監査特別委員会報告第４号 2022年４月14日）に規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権について

は、一定の種類毎に分類し、主として今後１年間の予想損失額又は今後３年間の予想損失額を見込んで計上してお

ります。予想損失額は、正常先債権は１年間の貸倒実績を基礎とした貸倒実績率、要注意先債権は３年間の貸倒

実績又は倒産実績を基礎とした貸倒実績率又は倒産確率の過去の一定期間における平均値に、今後予想される業

績悪化の状況を勘案した将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。 

なお、経営改善計画を策定している要注意先で、特に信用リスクが大きく、債権額及び債権額から担保の処分

可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額が一定額以上の大口債務者のうち、元本の回収及び利

息の受取に係るキャッシュ・フローを合理的に見積もることができる債権については、当該キャッシュ・フロー

を当初の約定利子率で割り引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当金とする方法（キャッシュ・フロー

見積法）により計上しております。 

破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除

し、その残額のうち必要と認める額を計上しております。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、

債権額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 



 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業部店及び自己査定実施部署が資産査定を実施しております。 

（２）賞与引当金 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事業年度に

帰属する額を計上しております。 

（３）退職給付引当金 

退職給付引当金（前払年金費用を含む）は、従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務

及び年金資産の見込額に基づき、必要額を計上しております。また、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を

当事業年度末までの期間に帰属させる方法については給付算定式基準によっております。なお、数理計算上の差異の

費用処理方法は、各事業年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）による定額法により

按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理する方法によっております。 

（４）役員株式給付引当金 

役員株式給付引当金は、役員株式給付規程に基づく取締役（監査等委員である取締役、非常勤取締役及び社外

取締役を除く。）及び執行役員への株式会社山口フィナンシャルグループ株式の給付等に備えるため、当事業年

度末における株式給付債務の見込額に基づき、計上しております。 

（５）睡眠預金払戻損失引当金 

睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、将来の払戻請

求に応じて発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。 

（６）ポイント引当金 

ポイント引当金は、クレジットカード利用促進を目的とするポイント制度に基づき、クレジットカード会員に付与し

たポイントの使用により発生する費用負担に備えるため、当事業年度末における将来使用見込額を計上しております。 

９．投資信託解約損益の計上基準 

投資信託の解約に係る処理は、取引毎に発生した解約損・解約益を相殺せず、解約損の金額は「国債等債券償還

損」へ、解約益の金額は「有価証券利息配当金」へそれぞれ計上しております。 

10．収益の計上方法 

収益の計上方法は、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受

け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

11．ヘッジ会計の方法 

（１）金利リスク・ヘッジ 

金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関

する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号 2022年３月17日。以下、「業種別

委員会実務指針第24号」という。）に規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、

相場変動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金等とヘッジ手段である金利スワップ取引等を

一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評価しております。 

（２）為替変動リスク・ヘッジ 

外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の

会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第25号 2020年10月８日）に

規定する繰延ヘッジによっております。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リ

スクを減殺する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である外貨建

金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認することによりヘッジの有効性

を評価しております。 

12．消費税等の会計処理 

有形固定資産に係る控除対象外消費税等は当事業年度の費用に計上しております。 

13．グループ通算制度の適用 

当行は、株式会社山口フィナンシャルグループを通算親会社として、グループ通算制度を適用しております。 

 

重要な会計上の見積り 

（貸倒引当金） 

（１）当事業年度に係る計算書類に計上した金額 

当事業年度末における当行の貸出金合計額は4,854,777百万円であり、これに対応する貸倒引当金の金額は22,867百万

円であります。このうち、経営改善支援取組み先に対する貸出金合計額は42,513百万円であり、これに対応する貸倒引

当金の金額は11,314百万円であります。 

（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報 

①算出方法 

貸出金を含むすべての債権を、資産の自己査定基準に基づき、営業部店及び自己査定実施部署が資産査定を実

施しております。資産査定においては、債務者の信用リスクの状況に応じて、財務内容を始めとする定量的な情

報に加え、将来予測情報を含む定性的要因も勘案した上で債務者区分を判定しております。また、合理的で実現

可能性が高い経営改善計画が策定されている等、一定の条件を充足する場合においては、その内容も加味して債

務者区分の判定を実施しております。 

貸倒引当金の計上につきましては、「重要な会計方針」の「８．引当金の計上基準」「（１）貸倒引当金」に

記載のとおりであります。 

②主要な仮定 

当行の主たる営業基盤となっている山口県においては、人口減少や少子高齢化、事業の後継者不足・人手不足、



 

物価高等の課題を抱えています。 

当行は、これらの状況に対処するべく、地域創生や地域経済活性化を実現するための施策の一環として、事業

性評価活動を実践しており、中でも経営改善支援が必要と判断した債務者を「経営改善支援取組み先」として指

定し、支援に注力しております。 

経営改善支援取組み先に対する債務者区分の判定は、当該支援を前提とした経営改善計画の合理性及び実現可

能性の判断といった将来予測情報に対する見積り等に基づき実施しております。 

③翌事業年度に係る計算書類に与える影響 

経済情勢全般の悪化、担保価値の下落、その他予期せざる事由により、設定した基準及び損失見込額を変更する必要

が生じ、貸倒引当金の積み増しをすることで、経営成績及び財政状態に重要な影響を与える可能性があります。 

   

注記事項 

（貸借対照表関係）  

１．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。なお、債権は、貸借

対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又は一部について保証しているものであって、当

該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資

産」中の未収利息及び仮払金並びに支払承諾見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付けを行

っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）であります。 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額   6,409百万円 

危険債権額               47,009百万円 

三月以上延滞債権額             101百万円 

貸出条件緩和債権額            5,436百万円 

合計額                 58,956百万円 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経

営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の

元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないもので

あります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出金で破産更生債権及

びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の

返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険

債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものであります。 

    なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

２．手形割引は、業種別委員会実務指針第24号に基づき金融取引として処理しております。これにより受け入れた商業手形

及び買入外国為替は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる権利を有しておりますが、その額面金額は、 

2,723百万円であります。 

３．担保に供している資産は次のとおりであります。 

担保に供している資産 

 有価証券 281,827百万円 

 貸出金 260,683百万円 

担保資産に対応する債務   

 預金 19,937百万円 

 債券貸借取引受入担保金 85,097百万円 

 借用金 420,300百万円 

上記のほか、為替決済差入担保として、有価証券59,381百万円を差し入れております。 

また、その他の資産には、保証金、公金事務取扱担保金、金融商品等差入担保金、金融先物取引証拠金及び債券先物取

引証拠金が含まれておりますが、その金額は次のとおりであります。 

保証金 174百万円 

 公金事務取扱担保金 1,155百万円 

 金融商品等差入担保金 31,462百万円 

 金融先物取引証拠金 10百万円 

 債券先物取引証拠金 1,000百万円 

４．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受けた場合に、契約上規

定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約

に係る融資未実行残高は575,984百万円であります。このうち原契約期間が１年以内のもの又は任意の時期に無条件で取

消可能なものが488,888百万円あります。 

なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高そのものが必ずしも当行の

将来のキャッシュ・フローに影響を与えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全

及びその他相当の事由があるときは、当行が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約極度額の減額をすることができる

旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後



 

も定期的に予め定めている行内手続に基づき顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を

講じております。 

５．土地の再評価に関する法律（1998年３月31日公布法律第34号）に基づき、事業用の土地の再評価を行い、評価差額につ

いては、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額

を「土地再評価差額金」として純資産の部に計上しております。 

再評価を行った年月日  1998年３月31日 

同法律第３条第３項に定める再評価の方法      

土地の再評価に関する法律施行令（1998年３月31日公布政令第119号)第２条第４号に定める、地価税法第16条に規定

する地価税の課税価格の計算の基礎となる土地の価額を算定するために国税庁長官が定めて公表した方法により算定し

た価額に基づいて、合理的な調整を行って算出。 

 同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当事業年度末における時価の合計額と当該事業用土地の再評価後

の帳簿価額の合計額との差額    11,846百万円 

６．有形固定資産の減価償却累計額  46,333百万円 

７．有形固定資産の圧縮記帳額     1,983百万円 

８．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対する当行の保証債務の 

額は16,635百万円であります。 

９．関係会社に対する金銭債権総額   20,922百万円 

10．関係会社に対する金銭債務総額      208百万円 

11．単体自己資本比率（国際統一基準） 

  （１）単体総自己資本比率      15.23％ 

  （２）単体Tier１比率         15.23％ 

  （３）単体普通株式等Tier１比率 15.23％ 

 

（損益計算書関係） 

 １．関係会社との取引による収益 

    資金運用取引に係る収益総額       333百万円 

   その他取引に係る収益総額           4百万円 

 ２．関係会社との取引による費用 

    資金調達取引に係る費用総額       30百万円 

    その他取引に係る費用総額        12,071百万円 

３．当事業年度において、次の資産について減損損失を計上しております。 

地 域 主な用途 種類 減損損失 

山口県内 営業用資産、遊休資産 土地・建物 216百万円 

愛媛県内 営業用資産 土地・建物 324百万円 

合  計   540百万円 

当行は、営業用資産については複数の店舗をひとつの営業単位としたブロック単位又は営業店単位で、営業用資産以外

の資産については、原則として各資産単位でグルーピングを行っております。また、本店、事務センター、研修所、社

宅・寮等については、当行全体に関連する資産であるため共用資産としております。 

建替えや移転及び廃止の決定、市場価額が低下した上記の資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減

少額の合計額540百万円を減損損失として特別損失に計上しております。その内訳は、土地404百万円、建物（処分費用を

含む）136百万円であります。 

なお、当事業年度において減損損失の測定に使用した回収可能価額は正味売却価額であり、正味売却価額は、

処分見込価額から処分費用見込額を控除して算定しております。 

  



 

４．関連当事者との間の取引のうち、重要なものは次のとおりであります。 

（１）親会社及び法人主要株主等 

種類 会社等の名称 
議決権の所有 

（被所有）割合 

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額 

（百万円） 
科目 

期末残高 

(百万円) 

親会社 

 

株式会社山口フィ

ナンシャルグルー

プ 

被所有 

直接100.00% 

経営管理 

（注１） 

資産の賃借 

役員の兼務 

出向者受入 

資金の受入（注２) 
（平均残高） 

  12,651 
預金 78 

資金の貸付 (注２) 
（平均残高） 

29,233 
貸出金 20,100 

利息の受取 (注２) 333 未収収益 0 

システム利用料の支払 

（注３） 
617   前払費用 821 

出向者人件費の支払 

（注４） 
11,453 未払費用  51 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）経営管理は無償であり、手数料は支払っておりません。 

（注２）一般の取引と同様な条件で行っております。 

（注３）当行が使用している有形固定資産及び無形固定資産の減価償却費と、それに付随する保守費相当額を支払っております。 

（注４）出向契約に基づき、出向者に係る人件費相当額を支払っております。 

（２）兄弟会社等 

種類 

 

会社等の名称 議決権の所有 

（被所有）割合 

関連当事者 

との関係 

取引の内容 取引金額 

（百万円） 

科目 期末残高 

(百万円）

親会社の 

子会社 

 

株式会社北九州 

銀行 
― 営業取引 

資金の運用（注１） 
（平均残高） 

54,865 

コールロー

ン 
54,706 

利息の受取（注１） 709 未収収益 133 

株式会社ワイエム 

保証 
― 債務被保証 

当行住宅ローン等に対す

る債務被保証（注２） 
420,008 ― ― 

保証料の支払 

（注２） 
910 未払費用 77 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

（注１）取引条件は、市場実勢レートを参考に決定しております。 

（注２）住宅ローン等に対する債務被保証については、信用保証契約に基づき行っております。 

 



 

（金融商品関係） 

１．金融商品の状況に関する事項 

（１）金融商品に対する取組方針 

当行は、銀行業務を中心として、証券業務、クレジットカード業務など、地域密着型の総合金融サービスを展開す

る山口フィナンシャルグループに属しております。このため、グループとして、信用リスク、市場リスク、流動性リ

スクなどさまざまなリスクを抱えており、これらのリスクは、経済・社会・金融環境などの変化により、多様化・複

雑化しております。こうした状況を踏まえ、グループとして、リスク管理体制の強化を重要課題の一つとして捉え、

健全性の維持・向上に努めるとともに、グループ共通の「リスク管理規程」を制定し、リスク管理に対する基本的な

方針を明確にしております。 

（２）金融商品の内容及びそのリスク 

保有する金融資産は、主としてお取引先に対する貸出金であり、契約不履行によってもたらされる信用リスクに晒

されております。また、有価証券は、主に債券、株式、投資信託などであり、売買目的、満期保有目的、純投資目的

及び事業推進目的で保有しております。これらは、それぞれ発行体の信用リスク及び金利の変動リスク、市場価格の

変動リスクに晒されております。 

金融負債については、預金、譲渡性預金を中心として、コールマネーなど市場からの調達も行っておりますが、必

要な資金が確保できなくなるなどの流動性リスクのほか、金融経済環境の変化等に伴う金利リスクに晒されておりま

す。 

デリバティブ取引については、資産・負債に内在する市場リスクのヘッジ手段、及びお客様のニーズに応じた商品

提供手段等として位置付けております。金利関連及び有価証券関連デリバティブ取引は、長期にわたり金利が固定さ

れる貸出金・預金や有価証券等に対して、将来の金利変動や価格変動が収益等に及ぼす影響を限定するためのヘッジ

を主目的として利用しております。また、通貨関連デリバティブ取引については、将来の為替変動に伴う収益変動等

の回避、外貨資金の安定調達、及びお客様への商品提供を主目的として利用しております。なお、相場変動による収

益獲得を目的とした取引については、リスクリミット及び損失限度額などの厳格な基準を定めたうえで、限定的な取

扱いを行っております。 

金利関連及び有価証券関連デリバティブ取引は金利や価格の変動を、また通貨関連デリバティブ取引は為替の変動

を市場リスク要因として有しております。また、取引所取引以外の取引は、取引相手の財務状況の悪化等により契約

不履行による損失が発生する信用リスク要因を有しております。 

ヘッジ会計の利用にあたっては、事前に定められた適用要件を満たしていることを確認したうえで、繰延ヘッジを

適用しております。ヘッジ手法については、主に同種類のリスクを持つ資産を特定したうえで、包括的にヘッジを行

う包括ヘッジを行っております。 

（３）金融商品に係るリスク管理体制 

①信用リスクの管理 

信用格付制度の適切な運用により、お取引先の実態把握や正確な信用リスク評価に努めており、お取引先の決算期

や信用状態の変化時に適時適切に格付の見直しを行うことで信用力評価の精度を高めております。 

自己査定については、グループの統一基準に基づいて厳格に行い、自己査定結果に基づく償却・引当も適正に実施

して、その妥当性については、検証部署による内容の検証、独立性を堅持した監査部署による内部監査を行っており

ます。 

    また、個別案件審査においては、地区別審査を基本とする体制により地域特性や業種特性などを勘案したきめ細やか

な審査を行うとともに、ポートフォリオ管理面でも、信用リスク計量化に基づく、格付別、業種別、地区別といったリ

スク管理の高度化に努めております。 

有価証券の発行体の信用リスク及びデリバティブ取引のカウンターパーティーリスクに関しては、リスク統括部署

において、信用情報や時価の把握を定期的に行うことで管理しております。 

②市場リスクの管理 

市場リスクに関する管理プロセスを構築し、内在する市場リスクを特定するとともに、定量的な測定を実施してお

ります。そのうえで、市場リスクを許容水準にコントロールするために、ALM（資産・負債総合管理）体制を導入、グ

ループALM委員会を定期的に開催し状況に応じた対応を図っております。 

    また、市場リスクの状況については、定期的な評価を行い、リスク・コントロールの適切性などについて、検証を実

施しております。 

③資金調達に係る流動性リスクの管理 

預金による資金調達が大半を占めており、安定した調達基盤のもと、緻密な予測に基づいた資金管理を行い、主と

して金融市場での資金コントロールにより資金繰りを行っております。 

資金繰り管理においては、流動性リスクを抑制し、安定性を確保するとともに、不測の事態に備え、流動性の高い

資産を準備するなど流動性リスク管理には万全を期しております。 

（４）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なる

こともあります。 

 



 

２．金融商品の時価等に関する事項 

2026年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであります。なお、市場価格のな

い株式等及び組合出資金は、次表には含めておりません（（注２）参照）。また、現金預け金、コールローン、外国為

替（資産・負債）、コールマネー、債券貸借取引受入担保金等は、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似する

ことから、注記を省略しております。 

                                                         （単位：百万円） 

 貸借対照表計上額 時 価 差 額 

(1)金銭の信託 39,263 39,263 － 

(2)有価証券    

  満期保有目的の債券 221,553 197,296 △ 24,257 

  その他有価証券 1,088,810 1,088,810 － 

(3)貸出金 4,854,777   

    貸倒引当金（＊１） △ 22,867   

 4,831,909 4,740,041 △ 91,867 

資産計 6,181,536 6,065,411 △ 116,125 

(1)預金 5,682,183 5,681,090 △ 1,092 

(2)譲渡性預金 788,958 789,361 402 

(3)借用金 426,993 426,246 △ 747 

負債計 6,898,135 6,896,698 △ 1,436 

デリバティブ取引（＊２）    

ヘッジ会計が適用されていないもの 415 415 － 

ヘッジ会計が適用されているもの (14,611) (14,611) －  

デリバティブ取引計 (14,196) (14,196) － 

（＊１） 貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。 

（＊２） 特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。 

     デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目につ

いては、（ ）で表示しております。 

（注１）金融商品の時価の算定方法 

資 産 

(1)金銭の信託 

有価証券運用を主目的とする単独運用の金銭の信託において信託財産として運用されている有価証券については、株

式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は取引金融機関から提示された価格によっております。 

なお、保有目的ごとの金銭の信託に関する注記事項については、「（金銭の信託関係）」に記載しております。 

(2)有価証券 

株式は取引所の価格、債券は取引所の価格又は外部の情報ベンダーから入手した価格によっております。投資信託は

取引所の価格又は投資信託委託会社の公表する基準価額によっております。 

自行保証付私募債は、内部格付、期間に基づく区分ごとに元利金の合計額を無リスクの利子率に内部格付区分ごとの

信用コストを上乗せした利率で割り引いて時価を算定しております。 

なお、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「（有価証券関係）」に記載しております。 

(3)貸出金 

貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実行後大きく異なっ

ていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、

貸出金の種類及び内部格付、期間に基づく区分ごとに元利金の合計額を、事業性貸出金については無リスクの利子率に

内部格付区分ごとの信用コストを上乗せした利率で、消費性貸出金については同様の新規貸出を行った場合に想定され

る利率で割り引いて時価を算定しております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似

していることから、当該帳簿価額を時価としております。 

また、破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保及び保証による回収見込額等に基づいて

貸倒見積高を算定しているため、時価は決算日における貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した

金額に近似しており、当該価額を時価としております。 

貸出金のうち、返済期限を設けていないものについては、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近

似しているものと想定されるため、帳簿価額を時価としております。 

負 債 

(1)預金、及び(2)譲渡性預金 

要求払預金については、決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしております。また、定期預金

の時価は、一定の期間ごとに区分して、将来のキャッシュ・フローを割り引いて現在価値を算定しております。その割

引率は、新規に預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、預入期間が短期間（１年以内）のものは、

時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。 

(3)借用金 

   借用金のうち、約定期間が短期間（１年以内）のものは、短期間で市場金利を反映し、また、当行の信用状態は実行

後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額を時価としており

ます。約定期間が長期間（１年超）のものは、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を同様の借入に

おいて想定される利率で割り引いて現在価値を算定しております。 



 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引は、金利関連取引（金利先物、金利オプション、金利スワップ等）、通貨関連取引（通貨先物、通

貨オプション、通貨スワップ等）、債券関連取引（債券先物）であり、取引所の価格、割引現在価値やオプション価格

計算モデル等により算出した価額によっております。 

（注２）市場価格のない株式及び組合出資金等の貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報の「その他有

価証券」には含まれておりません。 

                         （単位：百万円） 

区分 貸借対照表計上額 

非上場株式 （＊１）（＊２） 2,243 

組合出資金等（＊３） 26,919 

（＊１） 非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号  

2020年３月31日）第５項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

（＊２） 当事業年度において、非上場株式について２百万円減損処理を行っております。 

（＊３） 組合出資金等については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号  

2021年６月17日）第24-16項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。 

 

（有価証券関係） 

１． 売買目的有価証券（2026年３月31日現在） 

該当ありません。 

２． 満期保有目的の債券（2026年３月31日現在） 

 種類 
貸借対照表計上額 

（百万円） 

時価 

(百万円) 

差額 

(百万円) 

時価が貸借対照表計上

額を超えるもの 

国債 - - - 

地方債 - - - 

社債 550 552 2 

小計 550 552 2 

時価が貸借対照表計上

額を超えないもの 

国債 91,668 75,021 △ 16,646 

地方債 113,250 105,950 △ 7,299 

社債 16,085 15,771 △ 313 

小計 221,003 196,743 △ 24,260 

合計 221,553 197,296 △ 24,257 

３．子会社・子法人等株式及び関連法人等株式（2026年３月31日現在） 
   該当ありません。 

４．その他有価証券（2026年３月31日現在）  

種類 
貸借対照表計上額

 （百万円） 

取得原価 

（百万円） 

差額 

(百万円) 

貸借対照表計上額が取

得原価を超えるもの 

株式 66,309 21,308 45,000 

債券 - - - 

 国債 - - - 

 地方債 - - - 

 社債 - - - 

その他 269,574 236,327 33,247 

小計 335,884 257,636 78,247 

貸借対照表計上額が取

得原価を超えないもの 

株式 316 356 △ 39 

債券 595,631 648,578 △ 52,946 

 国債 282,935 318,292 △ 35,356 

 地方債 239,098 254,024 △ 14,925 

 社債 73,597 76,261 △ 2,664 

その他 156,978 168,978 △ 11,999 

小計 752,926 817,912 △ 64,986 

合計 1,088,810 1,075,549  13,261 

（注）市場価格のない株式等及び組合出資金は上表には含まれておりません。 

５．当事業年度中に売却した満期保有目的の債券（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

 売却原価（百万円） 売却額（百万円） 売却損益（百万円） 

社債 200 200 - 

合計 200 200 - 

（売却の理由）私募債の買入消却であります。 

 



 

６．当事業年度中に売却したその他有価証券（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日） 

  売却額 

（百万円） 

売却益の合計額 

（百万円） 

売却損の合計額 

（百万円） 

株式 5,468 3,939 17 

債券 138,281 209 27,217 

国債 115,930 209 23,375 

 地方債 9,348 - 764 

 社債 13,002 - 3,077 

その他 225,876 18,112 6,011 

合計 369,626 22,262 33,246 

７．保有目的を変更した有価証券 

該当ありません。 

８．減損処理を行った有価証券 

売買目的有価証券以外の有価証券（市場価格のない株式等及び組合出資金を除く）のうち、当該有価証券の時

価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復する見込みがあると認められないものにつ

いては、当該時価をもって貸借対照表計上額とするとともに、評価差額を当事業年度の損失として処理（以下

「減損処理」という。）しております。  

当事業年度における減損処理額は、その他の証券０百万円であります。 

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、以下のとおり定めております。 

時価が取得原価に比べて30％以上下落した場合は、「著しく下落した」と判断しております。ただし、株式及び

これに準ずる有価証券については、時価が取得原価に比べて30％以上50％未満下落した場合は、発行会社の信用

リスク（自己査定における債務者区分、外部格付等）、過去の一定期間の下落率を勘案して、「著しく下落した」

かどうかを判断しております。 

 
（金銭の信託関係） 

１．運用目的の金銭の信託（2026年３月31日現在） 

    該当ありません。 

２．満期保有目的の金銭の信託（2026年３月31日現在） 

  該当ありません。 

３．その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2026年３月31日現在） 

 
貸借対照表 

計上額 

（百万円） 

取得原価 

（百万円） 

 

差額 

（百万円） 

 

うち貸借対照表計

上額が取得原価を

超えるもの 

（百万円） 

うち貸借対照表計

上額が取得原価を

超えないもの 

（百万円） 

その他の金銭の 

信託 
39,263  43,331  △4,068  －  △4,068  

（注）「うち貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの」は 

それぞれ「差額」の内訳であります。 

 

（税効果会計関係） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、それぞれ次のとおりであります。 

繰延税金資産  

 貸倒引当金 6,628百万円 

連結間デリバティブ取引損益 891 

減価償却費 211  

 有価証券有税償却 82  

 減損損失 68  

 その他 1,834  

繰延税金資産小計 9,716  

評価性引当額 △4,107  

繰延税金資産合計 5,609  

繰延税金負債  

  繰延ヘッジ利益 4,174 

退職給付引当金  3,543  

その他有価証券評価差額金 2,913  

譲渡損益調整勘定 1,627 

退職給付信託設定益 827 

  固定資産圧縮積立額 551  

繰延税金負債合計 13,638 

繰延税金資産の純額 △8,028百万円 

 



 

当行は、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示

に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年８月12日）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれ

らに関する税効果会計の会計処理並びに開示を行っております。 

 

（収益認識関係） 

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報 

                         （単位：百万円） 

区分 当事業年度 

役務取引等収益 9,743 

預金・貸出業務 3,337 

為替業務 3,101 

証券関連業務 1,328 

代理業務 104 

保護預り・貸金庫業務 93 

その他の業務 1,776 

その他経常収益 305 

顧客との契約から生じる経常収益 10,048 

上記以外の経常収益 136,146 

外部顧客に対する経常収益 146,194 

２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報 

「重要な会計方針」の「10．収益の計上方法」に記載のとおりであります。 

３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当事業年度末において 

存在する顧客との契約から翌事業年度以降に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関する情報 

（１）契約資産及び契約負債の残高等 

当行の契約資産及び契約負債については、残高に重要性が乏しく、重大な変動も発生していないため、記載を

省略しております。また、過去の期間に充足した履行義務から、当事業年度に認識した収益については、軽微で

あります。 

（２）残存履行義務に配分した取引価格 

当行では、残存履行義務に配分した取引価格については、当初に予想される契約期間が１年を超える重要な契

約がないため、顧客との契約から生じる対価の中に、取引価格に含まれる重要な金融要素はありません。 

 

（１株当たり情報） 

  １株当たりの純資産額    2,343円07銭 

  １株当たりの当期純利益金額  146円11銭 

 


